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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧砕機残滓が圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）と圧砕機重量留分（ＳＳＦ）とに分離される金
属含有廃物、特に車両車体の圧砕機残滓を精製する方法において、
（ａ）予備過程（ＶｏｒＬ，ＶｏｒＳ）及び一つの主過程（ＳＲＨ）における圧砕機軽量
留分（ＳＬＦ）と圧砕機重量留分（ＳＳＦ）の精製中に、少なくとも強磁性留分（Ｆｅ／
Ｖ２Ａ），非鉄金属含有留分（ＮＥ），綿埃留分（Ｆｌｕｓｅｎ）と顆粒留分（Ｇｒａｎ
ｕｌａｔ）の分離による生砂留分（ＳａｎｄＨ）が生成され、
（ｂ）洗練過程（Ｖ）における生砂留分（ＳａｎｄＨ）は互いに連続した過程行程の密度
分離と金属分離によって有機豊富残留留分（Ｒｅｓｔｏｒｇ），重金属含有粉末留分（Ｎ
ＥＳｔａｕｂ），有機と金属の乏しい砂留分（ＳａｎｄＶ）とＮＥ金属留分（ＮＥＶ）に
分離されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　予備過程の圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）が磁石選別機によって強磁性残留留分を分離する
ようにされることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前処理された圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）から出発する予備過程（ＶｏｒＬ）において破
砕、金属分離、選別と密度分離によって強磁性留分（Ｆｅ／Ｖ２Ａ）、微粒砂留分（Ｓａ
ｎｄＬ）と綿埃留分（Ｆｌｕｓｅｎ）が大粒重量物留分（ＳＧＬ）から分離されることを
特徴とする請求項１或いは請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　予備過程（ＶｏｒＬ）における前処理された圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）から吸込み装置
（ＡＢＬ１）によって追加的に発泡材留分（ＰＵ）が分離されることを特徴とする請求項
３に記載の方法。
【請求項５】
　破砕と選別は特に４から１０ｍｍまでの直径をもつ重量物留分（ＳＧＬ）を供給するこ
とを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　予備過程（ＶｏｒＳ）における圧砕機重量留分（ＳＳＦ）から金属分離、選別と密度分
離によって重金属含有留分（ＮＥＳ）、微粒砂留分（ＳａｎｄＳ）と高密度残留留分（Ｒ
ｅｓｔ）が重量物留分（ＳＧＳ）から分離されることを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　選別は６ｍｍより大きい直径をもつ重量物留分（ＳＧＳ）供給することを特徴とする請
求項６に記載の方法。
【請求項８】
　主過程（ＳＲＨ）において重量物留分（ＳＧＬ，ＳＧＳ）は破砕骨材（ＺＨ１）によっ
て排除され、密度分離装置（ＤＨ１）を介して顆粒留分（Ｇｒａｎｕｌａｔ）と濃縮され
た非鉄金属含有留分（ＮＥＨ）に分離されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　主過程（ＳＲＨ）において砂留分（ＳａｎｄＨ，ＳａｎｄＳ）は共通生砂留分（Ｓａｎ
ｄＨ）に集約されることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　金属留分（ＮＥＨ，ＮＥＳ）は共通金属留分（ＮＥ）に集約されることを特徴とする請
求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　残留する生砂留分（ＳａｎｄＨ）から有機残留留分（Ｒｅｓｔｏｒｇ）の分離は密度分
離装置（ＤＶ）によって行われることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　金属分離は生砂留分（ＳａｎｄＨ）から行われることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　密度分離前に重金属含有粉末留分（ＮＥＳｔａｕｂ）が分離されることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　洗練過程（Ｖ）における分離にて生じる非鉄金属含有留分（ＮＥＶ）は量と組成に応じ
て非鉄金属含有留分（ＮＥ）の精製処理において統合されることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項１５】
　圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）と圧砕機重量留分（ＳＳＦ）とから成る金属含有廃物、特に
車両車体の圧砕機残滓を精製する装置において、
（ａ）予備過程（ＶｏｒＬ，ＶｏｒＳ）及び一つの主過程（ＳＲＨ）における圧砕機軽量
留分（ＳＬＦ）と圧砕機重量留分（ＳＳＦ）の精製中に、少なくとも強磁性留分（Ｆｅ／
Ｖ２Ａ），非鉄金属含有留分（ＮＥ），綿埃留分（Ｆｌｕｓｅｎ）と顆粒留分（Ｇｒａｎ
ｕｌａｔ）の分離による生砂留分（ＳａｎｄＨ）が生成され、
（ｂ）洗練過程（Ｖ）における生砂留分（ＳａｎｄＨ）は互いに連続した過程行程の密度
分離と金属分離によって有機豊富残留留分（Ｒｅｓｔｏｒｇ），重金属含有粉末留分（Ｎ
ＥＳｔａｕｂ），有機と金属の乏しい砂留分（ＳａｎｄＶ）と金属留分（ＮＥＶ）に分離
されることを特徴とする装置。
【請求項１６】
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　磁石選別機は圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）から強磁性留分を分離するために存在すること
を特徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　予備過程（ＶｏｒＬ）における前処理された圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）を精製するため
に、互いに連続して、圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）を排除する第一破砕骨材（ＺＬ１）と、
非強磁性留分（ＮＦＬ）から少なくとも一つの強磁性留分（Ｆｅ，Ｖ２Ａ）を分離する少
なくとも一つの磁石選別機（ＰＭＬ１）と、非強磁性留分（ＮＦＬ）を排除する第二破砕
骨材（ＺＬ２）と、微粒砂留分（ＳａｎｄＬ）を分離する少なくとも一つの分級機（ＫＬ

１）と、残留する留分を綿埃留分（Ｆｌｕｓｅｎ）と大粒重量物留分（ＳＧＬ）に分離す
る少なくとも一つの密度分離装置（ＤＬ１）が設けられていることを特徴とする請求項１
５或いは請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　追加的に一つの吸込み装置（ＡＢＬ１）が発泡材留分（ＰＵ）を分離するために設けら
れていることを特徴とする請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　予備過程（ＶｏｒＬ）における前処理された圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）を精製するため
に、互いに連続して、一つの金属選別機（ＭＡＳ１）と少なくとも一つの分級装置（ＫＳ

１）は少なくとも一つの濃縮された非鉄金属含有留分（ＮＥＳ）、重量物留分（ＳＧＳ）
と微粒金属の乏しい砂留分（ＳａｎｄＳ）に分離するために設けられていることを特徴と
する請求項１５乃至請求項１８のいずれかの一項に記載の装置。
【請求項２０】
　主過程（ＳＲＨ）における予備過程（ＶｏｒＬ，ＶｏｒＳ）から材料流を精製するため
に、砂留分（ＳａｎｄＨ，ＳａｎｄＳ）を共通生砂留分（ＳａｎｄＨ）に集約させる手段
と、重量物留分（ＳＧＬ，ＳＧＳ）を共通重量物留分（ＳＧ）に集約させる手段と、重量
物留分（ＳＧ）を排除する破砕骨材（ＺＨ１）と、次に排除された重量物留分（ＳＧ）か
ら顆粒留分（Ｇｒａｎｕｌａｔ）と濃縮された非鉄金属含有留分（ＮＥＨ）を分離する一
つの密度分離装置（ＤＨ１）が設けられていることを特徴とする請求項１５乃至請求項１
９のいずれかの一項に記載の装置。
【請求項２１】
　洗練過程（Ｖ）における生砂留分（ＳａｎｄＨ）を処理する手段は一つの密度分離装置
（ＤＶ）と一つの全金属分離機（ＭＡＶ）とを包含することを特徴とする請求項１５に記
載の装置。
【請求項２２】
　追加的に一つの風篩機（ＳＷＶ）が粉末留分（ＳＥＳｔａｕｂ）を分離するために設け
られていることを特徴とする請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　洗練過程（Ｖ）における分離にて生じる非鉄金属含有留分（ＮＥＶ）を供給する手段は
非鉄金属含有留分（ＮＥ）の洗練過程に設けられていることを特徴とする請求項２１に記
載の装置。
【請求項２４】
　請求項１乃至請求項１４のいずれかの一項に記載の金属含有廃物、特に車両車体の圧砕
機残滓から生砂を精製する方法を使用する方法において、有機物と金属の乏しい砂留分（
ＳａｎｄＶ）は原料投入にとってセメント工場の骨材、高炉運転の焼結装置として或いは
レンガ製造工場における後壁レンガ製造用の骨材として分離されることを特徴とする使用
方法。
【請求項２５】
　砂留分（ＳａｎｄＶ）は少なくとも次の特徴、即ち３０重量％未満の熱損失、１８重量
％未満の有機に結合された炭素割合、１，５重量％未満の塩素含有量、１，０重量％未満
の亜鉛含有量、０，２重量％未満の銅含有量、０，１重量％未満の鉛含有量を有すること
を特徴とする請求項２４に記載の使用方法。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、請求項１の上位概念に記載された特徴事項を備える金属含有廃物、特に車両
車体の圧砕機残滓を精製する方法並びに請求項１５の上位概念に記載された特徴事項を備
えて圧砕機残滓の精製が実施される装置に関する。さらに、この発明はこの発明の方法に
基づいて分離される請求項２４に記載の有機と金属の乏しい砂留分の使用に関する。
【０００２】
古い車両を材料分解する圧砕機はずっと前から知られている。圧砕機過程の実施では、発
生する材料混合物が種々の留分に分割される方法の実施は、創設されていた。それで、先
ず最初に適した吸込み装置によって所謂圧砕機軽量留分（ＳＬＦ）は生じる材料混合物か
ら分離される。残留する留分は引き続いて永久磁石選別機強磁性留分（圧砕機屑鉄（ＳＳ
））と非強磁性留分（圧砕機重量留分（ＳＳＦ））に分解される。冶金学的に完全に使用
できる圧砕機屑鉄留分の割合はしばしば約５０から７５重量％までに位置する。圧砕機軽
量留分は従来の概念に基づき通常は廃物として貯蔵されるか、或いはごみ焼却炉で焼却さ
れる。圧砕機軽量留分は、それが高い有機割合並びに高い微粒子割合を含有することによ
って特徴付けられる。重く飛行しない並びに非強磁性留分は、それ故に圧砕機重量留分が
非鉄金属（ＮＥ金属）における高い割合によって特徴付けられる。異なるＮＥ金属を回収
するために、特殊な精製装置が開発されており、無論、残留する残物は有機と無機非鉄成
分から通常は廃物として貯蔵される。圧砕機残滓下では次に総ての材料流が圧砕機過程か
ら理解され、圧砕機にて直接でなく冶金学的に直接に使用できる製品（圧砕機屑鉄）とし
て排出され得る。
【０００３】
ドイツ特許出願公開第４４３７８５２号明細書から、圧砕機軽量留分が特に望ましく構成
成分、特に銅とガラスを除去する為に精製される方法は、知られている。その際に、圧砕
機残滓は強制混合機で均質化されて、微粒状－最微粒状磁気化可能な成分を含有する材料
と混合され、並びに生じる混合物が磁石選別機を介して案内される。圧砕機軽量留分の冶
金学的使用を妨害する金属構成成分がこの方法で分離されることが示される。
【０００４】
欧州特許出願公開第０８６３１１４号明細書には、圧砕機軽量留分が結合剤成分、充填材
と塩溶液を加えられる耐久性プラスチック採鉱混合材を創作することが企図される。それ
によって、耐圧耐久性プラスチック物体が創作される
【０００５】
ドイツ特許第１９７４２２１４号明細書から、圧砕機軽量留分を更に破砕し熱処理をさせ
ることが知られている。圧砕中或いは圧砕後に金属構成成分が選別されて、残留する材料
混合物が溶融反応炉で溶融され、冷却によって危険のない固体材料に変換される。
【０００６】
更に、欧州特許出願公開第０９２２７４９号明細書は、圧砕機軽量留分が渦巻層気化器や
炭酸カルシウムの納入下で仮焼される圧砕機軽量留分を精製する方法が開示されている。
【０００７】
他の熱的方法では、ドイツ特許第１９７３１８７４明細書は、圧砕機軽量留分が他の行程
で新たに圧縮されて、破砕され、均質化され、次の行程で熱的に使用されるために水含有
量で減少される。
【０００８】
欧州特許出願公開第０８８４１０７号明細書には、圧砕機軽量留分を破砕、選択と選別に
よって２０ｍｍ以下の破砕行程を伴う金属のない留分に変化させことが企図される。圧砕
機軽量留分の精製は熱的に使用可能な留分にさせる。
【０００９】
提示された使用方法の外に、圧砕機軽量留分を強磁性残留留分が鉄、Ｖ２Ａ鋼とアルミニ
ウムから分離される前処理をさせることが知られている。類似な方法は圧砕機重量留分の
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精製にても使用されている。更に、この留分からポリオレフィンを分離することが知られ
ている。
【００１０】
提示された使用方法では、その方法はその都度に圧砕機軽量留分或いは圧砕機重量留分を
精製するように説明されていることは共通である。圧砕機残滓の出来るだけ広範な分解の
目標をもつ共通加工を少なくとも部分的に使用可能な最終製品に、特に原料に使用可能な
、或いは２００５年から新たな形態に把握するＴＡ団地廃物からの現実の要件に基づき集
積可能な砂留分にすることは、企図されていない。上昇する法律的要件（欧州古い自動車
方針、欧州焼却方針と他の方針）と上昇する集積費用や集積すべき品物（ＴＡ団地廃物）
における要件の背景から、上昇した使用割当て並びに場合によっては塵芥集積場への堆積
の前処理が望ましい。１９９８年４月１日の古い自動車規定は、２０１５年から古い自動
車の９５重量％以上が使用されなければならないことを企図する。２０００年９月に可決
された欧州古車方針からの厳しい要件は更に工作材と原料に利用できる材料流の割合を少
なくとも８５重量％に上昇することを規定している。従って、使用は例えばごみ焼却炉に
おける単なる強力な利用を除外し、その焼却炉では副次的効果において塵芥集積可能な不
活性留分が生じるだろう。２００５年から厳守すべきＴＡ団地廃物は重点的に集積すべき
留分の重金属からの有機物割合と溶離可能性の枯渇化を必要とする。生成する砂留分の可
能な原料投入のために、セメント工場の溶剤、高炉運転の焼結装置として或いはレンガ製
造工場における後壁レンガ製造用の溶剤として、特に邪魔な重金属と有機構成成分が最も
広範に除去されることが確保されなければならない。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
この発明の課題は、圧砕機残滓が処理され、機械的精製処理において他の最終製品の外に
特に質的に価値の高く原料使用可能な或いは少なくとも将来の基準に基づいて団地廃物集
積を貯蔵可能な砂留分が生成できる方法とそれに必要な実施装置提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
この発明によると、この課題は請求項１に記載された特徴事項を備える金属廃物、特に車
両車体の圧砕機残滓を精製する方法，請求項１５に記載された特徴事項を備える圧砕機残
滓を精製する装置並びに請求項２４に記載された特徴事項を備えるこの発明の方法に基づ
いて製造された砂留分の使用方法によって解決される。
【００１３】
　この方法は、（ａ）予備過程及び一つの主過程における圧砕機軽量留分と圧砕機重量留
分の精製中に、少なくとも強磁性留分、非鉄金属含有留分，綿埃留分と顆粒留分の分離に
よる生砂留分が生成され、（ｂ）洗練過程における生砂留分は互いに連続した過程行程の
密度分離と金属分離によって有機豊富残留留分，重金属含有粉末留分，有機と金属の乏し
い砂留分とＮＥ金属留分に分離されることを特徴とする。
【００１４】
精製された最終製品は直接に使用され得るか、或いは場合によっては他の洗練工程におい
て使用可能な品質の高い製品に更に処理される。砂留分は特に高炉運転、セメント工場或
いはレンガ製造工場における投入用溶剤として使用される。そのような投入のために精製
すべき砂留分は少なくとも次の特性、即ち３０重量％未満の熱損失、１８重量％未満の有
機に結合された炭素割合、１，５重量％未満の塩素含有量、１，０重量％未満の亜鉛含有
量、０，２重量％未満の銅含有量、０，１重量％未満の鉛含有量を有する。
【００１５】
邪魔になる金属粒子と有機構成成分の相当な除去によって初めて、圧砕機残滓からの砂留
分を経済的によく且つ原料としての使用を広い範囲に平易にすることが可能である。この
ように豊富化した砂留分は同様に２００５年からの有効なＴＡ団地廃物に基づく団地廃物
塵芥集積場に貯蔵する品物に関する要件を満たす。
【００１６】
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それ故に、最終製品として少なくとも価値の高い砂留分、強磁性留分、非鉄含有留分、溶
融留分と顆粒留分が生成される。
【００１７】
　圧砕機軽量留分から特に予備処理にて破砕されたＦｅ，Ｖ２ＡとＡｌの割合に分離され
る。特に、これら圧砕機軽量留分は最初の破砕骨材に破砕され、引き続き少なくとも一つ
の磁石分離機によって少なくとも強磁性留分と非強磁性留分とに分離され、第二の破砕骨
材に非強磁性留分を破砕され、この留分から少なくとも一つの分級機によって微粒砂留分
に分離され、そして残っている留分を濃度分離装置によって綿埃留分と顆粒重量留分に分
離される。
【００１８】
圧砕機軽量留分の段階的溶解と特に研磨的に作用する強磁性構成成分を分離する中間接続
された方法行程を備える示された処置によって、運転費用は特に第二の破砕骨材の場合に
僅かに保持され得る。他の好ましい実施例は予備過程において吸引装置によって追加的に
実質的にポリウレタンから成る発泡留分が分離されることを企図する。
【００１９】
　更に、予備過程における圧砕機重量留分は特に少なくとも一つの金属分離機と少なくと
も一つの分級機によって少なくとも豊富化した非鉄金属含有留分、重量物品留分と微粒砂
留分に分離される。追加的に重量物品留分から少なくとも一つの濃度分離装置にて高濃度
残留留分が分離されることが考慮できる。異なる材料流における圧砕機重量留分の分離は
可能な共通処理の観点の下で圧砕機軽量留分の処理の予備過程において発生する材料流に
おける前に開始される。
【００２０】
　主過程において予備過程からの材料流は特に、砂留分が共通の生砂留分に集約され、そ
して重量物品留分が共通の重量物品留分に集約されて破砕集合体によって破砕され、濃度
分離装置を介して顆粒留分と豊富化した非鉄金属含有留分に分離されるように、集約され
る。
【００２１】
その後に、この過程の行程において所望の最終製品と中間製品は顆粒、生砂と非鉄含有留
分である。非鉄含有留分は特に共通の精製行程において適した方法行程、例えば砂浮遊と
光学選別によって、軽金属、重金属とそのような金属留分の分離を受け得る。分離にて生
成する非鉄残留留分は量と組成に応じて適した箇所に主過程及び／又は予備過程において
再び供給される。
【００２２】
示された精製過程によってなかんずく既に生成された生砂留分は既に均質な製品であり、
即ち飛行可能構成成分、金属、顆粒と溶融が既に広範囲に分離された。しかし、生砂留分
は存在する金属粒子と有機構成成分の洗練によって初めて開放される。特に、その際に濃
度分離装置において濃度分離が行われる。濃度分離後に金属選別が行われる。追加的に重
金属含有塵が集中される微粒留分を分離することが企図される。
【００２３】
方法の他の好ましい構成はその他の方法に依存する下位請求項から明らかになる。
【００２４】
この発明の装置の好ましい実施態様は従属する請求項１６から請求項２３までから明らか
になる。この発明の装置の利点に関して、特に前述の実施例をこの発明の方法に関して参
照するように指示する。
【００２５】
【発明の実施の形態】
この発明は次に実施例において付属図面に基づいて説明される。図１は流れ線図における
圧砕機残滓の精製の過程において一定時点に生じる最終製品に関する概要を示し、図２は
精製の予備過程と主過程における過程案内用概略流れ線図を示す。
【００２６】
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　図１はどの時点に最終製品がこの発明による方法に基づく圧砕機残滓の精製の過程中に
生成するかの流れ線図を示す。先ず最初に其自体公知の提案された圧砕機過程における圧
砕機にて特に車両車体の金属含有廃物が破砕過程によって破砕される。後行程にて飛行可
能軽量留分の分離は吸込み装置（圧砕機軽量留分ＳＬＦ）によって行われる。吸込み後に
残留する重い飛行しない材料流は永久磁石分離機において強磁性と非強磁性留分に分離さ
れる。強磁性留分は圧砕機鉄屑ＳＳと呼ばれ、圧砕機の冶金学に設定できる主製品を示す
。重い飛行しない並びに非強磁性留分は圧砕機重量留分ＳＳＦと呼ばれている。更にここ
で図示されない予備処理行程において圧砕機軽量留分ＳＬＦから一個の磁石分離機によっ
て存在する強磁性構成成分が分離され得る。圧砕機軽量留分ＳＬＦの残留する材料流れ並
びに圧砕機重量留分ＳＳＦは共通に圧砕機残滓として所望の最終製品に分離される。
【００２７】
過程案内は圧砕機軽量留分ＳＬＦ用の予備過程 VorL 、圧砕機重量留分ＳＳＦ用の予備過
程 VorS 、共通主過程ＳＲH と予備過程 VorL ， VorS にて生じる一次材料流の少なくと
も一部分の隔離すべき再生する洗練過程Ｖを意図している。実施例により最終製品として
生じる留分は主として且つ出来る限り高い純度をもって鉄Ｆｅ，鋼Ｖ２Ａ，溶融，有機と
金属のない砂SandV ，顆粒物，発泡材ＰＵと除去すべき残物から成る。さらに、適切な過
程案内によって更に重金属Ｃｕ／Messing,軽金属Al/Mg とその他の金属をもつ留分の分割
を可能とする非鉄金属含有留分ＮＥは分離され得る。発生した最終製品は冶金学的、製作
材料、原料と勢力的使用の残留留分に或いは少なくとも整列された貯蔵の砂留分の場合に
団地廃物塵芥集積場にまで供給される。洗練過程Ｖは、特に有機と金属の乏しい砂留分Sa
ndV の準備の観点下で構成され得て、その砂留分は溶剤として高炉過程、セメント工場或
いはレンガ工場に優先的投入され、しかし少なくとも２００５年からのＴＡ団地廃物の要
件による団地廃物塵芥集積場における貯蔵を許す。そのために、砂留分（SandV ）は少な
くとも次の特性、即ち３０重量％未満の熱損失、１８重量％未満の有機に結合された炭素
割合、１，５重量％未満の塩素含有量、１，０重量％未満の亜鉛含有量、０，２重量％未
満の銅含有量、０，１重量％未満の鉛含有量を有する。
【００２８】
次に描写された過程行程は、不均質圧砕機残滓から前記特性に一致する砂留分SandV の分
離を可能とする。
【００２９】
図２には、圧砕機残滓を精製する装置の概略本質的成分とそれぞれに方法案内中にこの成
分に生成する中間製品或いは最終製品が流れ線図で図示されている。見通しのために方法
中に発生した最終製品は中心に配置されている。圧砕機軽量留分ＳＬＦを精製する予備過
程 VorL は概略的に図面の左上部分に、圧砕機重量留分ＳＳＦを精製する予備過程 VorS 
は右上部分に、主過程ＳＲH は下部分の中心に、洗練過程Ｖは左下部分に図示されている
。
【００３０】
　圧砕機重量留分ＳＳＦは先ず最初に永久磁石分離機ＰＭＳ１によって二段のＦｅ分離と
Ｖ２Ａ分離を受ける。ＦｅとＶ２Ａの分離後に残留流れの分級と非鉄金属含有留分ＮＥＳ

の分離が行われる。これは例えば先ず最初に異なる留分への分級が、例えば多かれ少なか
れ２０ｍｍに行われ、この留分がそれぞれ別々に金属分離機ＭＡＳ１に供給されるように
行われる。無論、追加的分級段が考慮できる。非鉄金属含有留分ＮＥＳと残留する金属の
乏しい留分ＮＭＳに出来るだけ安い原料分離が前景に出ている。分級装置ＫＳ１はさらに
、砂留分ＳａｎｄＶにおける特に６ｍｍ未満の粒子直径をもつ金属の乏しい留分ＮＭＳが
分離されることを企図する。
【００３１】
　残留する粗粒子金属の乏しい留分ＮＭＳは引き続き濃度分離装置ＤＳ１により重量物品
留分ＳＧＳ並びに高濃度残留留分Ｒｅｓｔに分離される。それで、重量物品留分ＳＧＳの
再処理では後に接続された破砕集合体において高研磨且つ角の鋭い材料が例えば貴金属球
のように破砕空間に存在している。追加的に、最終磨耗促進する純金属汚染を分離するた
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めに、この場所にさらに金属分離機が据え付けられ得る。要約すると、その後に、予備過
程ＶｏｒＳが鉄留分Ｆｅ、鋼留分Ｖ２Ａ、非鉄金属含有留分ＮＥＳ、砂留分ＳａｎｄＶと
重量物品留分ＳＧＳを産出する。
【００３２】
予備過程 VorL において圧砕機軽量留分ＳＬＦから出発して先ず最初に発泡材留分ＰＵは
－主として軽い飛行可能ポリウレタンから成り－吸込み装置ＡＢL 1 に分離される。分離
された発泡材部材は空圧的に圧力容器に供給され、そこで自動的に濃縮される。この留分
は直接に使用できるか、或いは場合によっては他のここでは実施されていない洗練段に供
給される。
【００３３】
　残留する留分は第一破砕骨材ＺＬ１に破砕され、しかも骨材ＺＬ１の決定が直径５０ｍ
ｍ未満をもつ粒子を含有するように破砕される。破砕骨材ＺＬ１の荷重を出来るだけ僅か
に保持するために、ここに図示されていない分級装置は５０ｍｍ未満の直径をもつ留分を
選別して供給するように接続される。破砕された留分から永久磁石分離機ＰＭＬ１によっ
て鉄留分Ｆｅと鋼留分Ｖ２Ａが分離される。残留する非強磁性留分ＮＦＬは第二破砕骨材
ＺＬ２に供給され、そこで材料の更なる熔解が行われる。その際に破砕骨材ＺＬ２の決定
は５０ｍｍ未満に説明される。ここでも、図示されていない分級装置を介して破砕骨材Ｚ

Ｌ２の被膜は５０ｍｍより大きい直径をもつ留分に制限され得る。
【００３４】
良く破砕された非強磁性留分ＮＦL から他の分級装置ＫL 1 において微粒砂留分SandL が
分離される。砂留分SandL の粒子大きさは特に４ｍｍ未満に確定される。残留する留分は
適切な装置ＤL 1 において風篩と濃度分離を受ける。装置ＤL 1 では軽留分は溶融から横
流れ選別機によって重量物品クラップの上に吹き付けられる。振動供給機への前供給にも
とづいて重い材料は既に下方に削減されたので、劣った重量留分は強制的に下方に重量物
品決定に入る（重量物品留分ＳＧL ）。要約して、予備過程 VorL において最終と中間製
品は発泡材部材ＰＵ，鉄Ｆｅ、鋼Ｖ２Ａ、砂SandL と重量物品ＳＧL を準備され得る処理
中に破砕骨材ＺL 1 とＺL 2 に生じる重金属と有機含有の塵と泥は残留留分Restに供給さ
れる。
【００３５】
主過程ＳＲH では、先ず最初に砂留分SandL ，SandS が共通の生砂留分SandH に要約され
る。溶剤として原料使用の前記特性を達成するために、生砂留分SandH はさらに分解され
なければならねい。その際に洗練された砂留分SandV が要素，即ち鉄，アルミニユウム，
珪素とカルシユウムの酸化に関する十分に高い割合を含有し、この要素は一次原料と置換
できる。さらに、位置的過程或いは製品邪魔材の濃度は出来るだけ低く保持される。前記
種類の邪魔材は使用目的に応じて例えば金属、即ち銅、亜鉛、鉛、クロムであり、しかし
ナトリウム、カリウムとマグネシユムである。更に、有機割合、特にハロゲン含有合成樹
脂の割合は十分に減少されなければならない。それ故に、その様な洗練された砂留分Sand

V が同様に既に団地廃物塵芥集積場に貯蔵すべき物品用ＴＡ団地廃物の要件（２００５年
からの要件）を満たす。
【００３６】
生砂留分SandH から、先ず最初に塵留分ＮＥstaub が最微粒子と軽い飛行可能有機割合か
ら風篩機ＷＳV によって分離される。塵留分ＮＥstaub は特に重金属塵を含有し、残留材
留分が除去するように供給される。
【００３７】
風篩機ＷＳV の重量留分は空気設置テ－ブル（濃度分離装置ＤV ）に供給される。そこで
軽量有機豊富残留留分RestOrg の分離が行われる。これは同様に直接に過程から流出され
得て、残留留分Restにより要約される。引き続いて総ての金属分離機ＭＡV において残留
する重量留分は残留金属構成成分、主としてＮＥ金属から開放される（ＮＥ金属留分ＮＥ

V ）。ＮＥ金属留分ＮＥV はＮＥ金属精製に移行され得る。要約して、それ故に洗練過程
中に生砂留分SandH は塵留分ＮＥstaub ，ＮＥ金属留分ＮＥV ，有機豊富残留留分RestOr
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g と有機と金属のない砂留分SandV に分解された。
【００３８】
重量物品留分ＳＧL とＳＧS も主過程ＳＲH 中に共通重量物品留分ＳＧに要約される。こ
れは次に他の破砕骨材ＺH 1 に新たに破砕される。粉砕骨材ＺH 1 の決定は８ｍｍ未満に
説明される。破砕骨材ＺH 1 は通常には製材所として構成され、それ故にこの代わりに最
適な材料分解が達成される。破砕後に空気設置テ－ブル（濃度分離装置ＤV ）において濃
度分離が行われる。分離された軽量留分は主として顆粒された形態の合成樹脂から成る。
顆粒物は場合によっては追加的洗練過程に更に再生され得る。残留する重量留分ＮＥH は
大部分に非鉄金属から成り、しかも主として銅コ－ドから成る。それ故に、留分ＮＥH は
既にこの代わりに過程で除去されるが、しかし非鉄金属含有留分ＮＥS と共に共通留分Ｎ
Ｅに集結されて、共通に精製される。
【００３９】
非鉄金属含有留分ＮＥの精製は実質的に砂浮遊装置ＳＦ1 と光学選別機ＯＳ1 によって行
われ得る。砂浮遊により軽金属留分は重金属留分の主としてアルミニユムＡｌやマグネシ
ユムＭｇから乾燥機械的に分離することが可能である。ここで使用された砂が分離された
留分”Sand”を備えない分離媒体として圧砕機残滓から用いられなければならないことを
気づくべきである。軽金属が砂ベット上を遊泳する間に、重金属が砂ベットに沈降する。
分離機を介して軽金属含有上流と重金属を豊富化した下流とが分離される。砂浮遊に属す
る過程行程において金属濃縮はさらに分離媒体、砂から分離される。分離されたアルミニ
ユムやマグネシユム留分Ａｌ／Ｍｇは場合によってはなお更に分解される。
【００４０】
分離された重量留分（特に亜鉛Ｚｎ，銅Ｃｕ，黄銅，鉛Ｐｂ並びに事情によってはＶ４Ａ
鋼）は光学選別機ＯＳ1 によって重金属銅／黄銅とその他の金属に分解される。事情によ
ってはここで生成する非金属残物は量と成分に応じて適した箇所に例えばここで予備過程
 VorL のように供給される。要約して、引き続くＮＥ金属精製を備える主過程ＳＲH では
、Ａｌ／Ｍｇ留分、Ｃｕ／Messing 留分、その他の金属をもつ留分、顆粒留分と生砂留分
SandH が準備される。生砂留分SandH は既に説明されたように洗練過程Ｖにおいて更に洗
浄されるので、最終製品として有機と金属のない砂留分SandV が生成する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　流れ線図における圧砕機残滓の精製の過程において一定時点に生じる最終製品
に関する概要を示す。
【図２】　精製の予備過程と主過程における過程案内用概略流れ線図を示す。
【符号の説明】
ＡＢＬ１．．．．．吸込み装置（発泡材留分の分離）
Ａｌ／Ｍｇ．．．．．軽金属留分
Ｃｕ／Ｍｅｓｓｉｎｇ．．．．．重金属留分
ＤＨ１，ＤＬ１，ＤＳ１，ＤＶ．．．．濃度分離装置
Ｆｅ．．．．．鉄留分
Ｆｌｕｓｅｎ．．．．．溶融留分
Ｇｒａｎｕｌａｔ．．．．．顆粒留分
ＫＬ１，ＫＳ１．．．．．分級機
ＭＡＳ１，ＭＡ１．．．．．金属分離機／全金属分離機
ＮＥ，ＮＥＨ，ＮＥＬ，ＮＥＳ，ＮＥｓｔａｕｂ，ＮＥＶ．．．．非鉄金属含有留分
ＮＦＬ．．．．非強磁性留分
ＮＭＳ．．．．金属の乏しい留分
ＯＳ１．．．．光学選別機
ＰＭＬ１，ＰＭＳ１．．．．．永久磁石分離機
ＰＵ．．．．発泡材留分
Ｒｅｓｔ，ＲｅｓｔＯｒｇ．．．．（有機）残留留分
ＳａｎｄＨ．．．．生砂留分



(10) JP 4931325 B2 2012.5.16

10

ＳａｎｄＬ，ＳａｎｄＳ．．．．予備過程の生砂留分
ＳａｎｄＶ．．．．有機と金属のない砂留分
ＳＦ１．．．．砂浮遊装置
ＳＧ，ＳＧＬ，ＳＧＳ．．．．重量物品留分
ＳＬＦ．．．．圧砕機軽量留分
ＳｏｎｓｔｉｇｅＭｅｔａｌｌｅ．．．．その他の金属をもつ留分
ＳＲＨ．．．．主過程
ＳＳ．．．．圧砕機屑鉄
ＳＳＦ．．．．圧砕機重量留分
Ｖ．．．．生砂用の洗練過程
Ｖ２Ａ．．．．鋼留分
ＶｏｒＬ．．．．圧砕機軽量留分用の予備過程
ＶｏｒＳ．．．．圧砕機重量留分用の予備過程
ＷＳＶ．．．．風篩機
ＺＬ１，ＺＬ２，ＺＨ．．．．破砕骨材

【図１】 【図２】
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